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Studies on the ecological and growth characteristics 
         of warm-season native grasses 

               4. Paspalum  distichum L. 

       Kaoru Ehara and Hajime Ikeda

キ シ ュ ウス ズ メ ノ ヒェ(PaspalumdistichumL.)

は,ア メ リカお よ び ア ジア 熱帯 一般 に分布 す る スズ メ

ノ ヒエ属 に属 す る野 草 で,わ が 国で は,関 東 南 部,畿

南 お よび中国 地方,四 国,九 州 の海 岸 地方,湿 地 に 自

生 してい る(図1).

稈 は著 し く葡匐 して,高 さ20～40cmあ り,平 滑

で無 毛.葉 は 線形 となつ て 軟 らか く,無 毛 で長 さ5～

10cm,幅3～7mmあ り,淡 緑色をなし,葉 舌は薄

膜質,截形 で細裂 し,長 さ2～3mmで,無 毛鞘は

平滑で,上 縁に長毛がある.花 序は抽出し,総 は2個

ついて斜上し,後 に傾下し,長 さ3～6cmで,九 州

では初夏から秋にかけて出穂する.3)

笠原2)に よれば,本 野草は大正13年 和歌山県で 採

集されたのが最初であり,帰 化植物とみなされている

Fig. 1. Paspalum distichum L.



ふしが多い とされている.ま た,近 年,水 稲の乾田直

播が普及するにつれて,水 稲田での強害草として注目

されるようになつた.

材 料 お よ び 方 法

供試 した系統は奄美大鳥名瀬市で採取した1系 統と

熊本で採集した3系 統の合計4系 統で,対 照 としてダ

リスグラスを用いた(表1),

試験 は,第3報1)と 同 じく,温 度と生長 との関係,

窒素肥料の施用量に対する反応,刈 取 り反応などにつ

いて行なつた(表2).

試 験 結 果

1)温 度反応

a)刈 取り量の季節的推移の系統間差異

刈取 り量の季節的推移は表3に 明らかなように,奄

美大島の系統(キ シュウスズメノヒエー1)と 熊本で

採取した系統 との問には刈取 り総蚤にも季節的推移の

型にも明らかな差異が認められる.す なわち,奄 美大

島の系統は他の系統に比べ,一 般に各刈取 り期で収量

が少なく,と くに6月,9月 など気温の低い季節での

収量が少ない.こ の関係を熊本の系統の収量を100と

Table 1. Origins of collections of Paspalum  disticum and Paspalum 
        dilatatum.

Paspalum distichum-1 Nase, Amamioshima, Nansei Islands 
Paspalum distichum-2 Tsuboigawa, Kumamoto 
Paspalum distichum-3 Ezuko, Kumamoto 
Paspalum distichum-4 Ezuko, Kumamoto 
Paspalum dilatatum Kumamoto, Kyushu Agric. Experiment Station 

 (Dallisgrass)

Table 2. Experimental methods and materials.

Table 3. Seasonal changes in the yields of regrowth in four lines of 
        Paspalum distichum (Dry matter g/pot).



Fig. 2. Changes in relative yields of Pas-

palum distichum-1 and P. distichum-2. 
     Relative yield (%)

Fig. 3. Influence of temperature on RGR, 
RLGR and NAR of P. distichum-1 (Amami) 
and P. distichum-2 (Kumamoto).

Fig. 4. Influence of temperature on RGR, 
RLGR and NAR of P. distichum and P. 
dilatatum.

して奄美大島の系統の収量を比率で示 し,そ の季節的

推移と温度の変化との 関係を図示したのが 図2で あ

る.気 温が上昇するに従つて奄美大島の系統の収量 も

漸次上昇し,8月 にはほぼ同じ値を示している.こ の

ことは,熊 本の系統がより福岡の気温に適しているこ

とを示している.

さらに,こ のことをより詳しく調べるために,フ ァ

イ トトロンを用いて,生 長に及ぼす温度の影響をみた

ところ,表4,図3に み られるように,RGR,RLGR,

NARで 明 らかな差異が認められた.と くに奄美大島

の系統は30℃ よ りも33℃ で生長がよく,熊 本の系

統が33℃ で生長が鈍るのと対照的である.

b)キ シュウスズメノヒエとダリスグラスの生長に

及ぼす温度の影響

Table 4. Influence of temperature on the growth in two lines of 
        Paspalum distichum.



Table 5. Influence of temperature on the growth in Paspalum dis-

        tichum and Paspalum dilatatum.

Table 6. Influence of nitrogen applied on the yields of regrowth in Paspalum 
        distichum and Paspalum dilatatum (Dry matter g/pot).

表5,図4は キシュウスズメノヒエ(熊 本)と ダリ

スグラスの温度反応を調査した結果である.葉 面積生

長率は33℃ を除いてキシュウスズメノヒエの値が小

さく,純 同化率はキシュウスズメノヒエが,15,20℃

で低く,25,30,33℃ で高い.そ の結果,相 対生長

率はキシユウスズメノヒエ が ダ リスグラス に比 べ,

15,20℃ で低く,25,30,33℃ で高 くなつている.

2)窒 素肥料反応

窒素肥料の施用量の増加に伴なう刈取 り量の変化か

ら見ると(表6),キ シュウスズメノヒエはダリスグラ

スに比べ,窒 素の肥効が大きい.こ のことは,9月2

日刈取 り時の窒素収量の比較(表7)か らも明らかで

ある.

3)刈 取 り,再 生反応

刈取 り頻度を変えた場合,ダ リスグラスは2回 刈 り

より3回 刈 りの収量がやや多く,5回 刈 りの収量は2

Table 7. Nitrogen yields in Paspalum dis-
        tichum and Paspalum dilatatum 

       under 3 levels nitrogen applied 
       (Dry matter g/pot).

回刈 りの収量の約7割 となつているが,キ シ ユウスズ

メノヒエでは3回 刈 りでは2回 刈 りの収量の約8割,

5回 刈 りでは約5割 と刈取 り頻度が大 となるに従つて

収量が少なくなる傾向が強い.こ れはダリスグラスに

比べキシュウスズメノヒエが刈取に対して再生力が弱

いことを示している.こ の再生力の違いは,ダ リスグ

ラスでは刈取 り時に生長点を残して葉鞘部が切断され



Table 8. Influence of defoliation frequency on the yields of regrowth of 
        Paspalum distichum and Paspalum dilatatum (Dry matter g/pot).

るのに対し,キ シユウスズメノヒエでは生長点を含め

たス トロンが刈取 られるという形態的な差に由来する

ものであろう(表8).

結 語

キシュウスズメノヒエは,湿 潤な場所 によく繁茂

し,高 温時(30～33℃)の 生長率はダリスグラスにも

優つており,し かも窒素肥料の肥効が大きい野草なの

で,栽 培法を考えれば,有 望な草種ではないかと思わ

れる.
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                                Summary 

   In this report Paspalum distichum was dealt with, native lines in this species were 

collected from the Nansei Islands and Kumamoto Prefecture. 

   This species grows favourably under wet condition. Under high temperature  (30-

33•Ž) conditions the growth rate of this species becomes higher than that of Dallisgrass 

(Paspalum dilatatum) and the nitrogen response of this species is also higher than that 

of Dallisgrass. If proper cultivation methods are adopted this native grass can be used 

as a cultivated species.


